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印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六
十
三
巻

第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

吉
蔵
『

法
華
論
疏
』

に
お

け
る

佛
身
の

理
解
に
つ

い

て

　
　
一

　

は

じ

め
に

　

本
稿
は

、

嘉
祥
大

師
吉
蔵
（
五

四

九

1
六
二

三
）

に

よ

る

世

親
『

法
華

論
』

へ

の

注
釈

書
で

あ
る

『

法
華
論
疏
』

に

お

け
る

佛
身
論
に
つ

い

て

考
察
し

た

も
の

で

あ

る
。

　

従
来
の

諸
研
究

に

お
い

て

「

法
華
論
疏
』

は

あ
ま

り
触
れ

ら

れ

て
い

な
い

が
、

吉
蔵
の

佛

身
論
に

お
い

て

『

法
華
論
』

と

同
じ

く
世
親
の

著

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

1
）

作
で

あ
る

『

摂
大

乗
論
』

世
親
釈
か

ら
の

影
響
は
強

く、

ま

た
、

吉
蔵

が

『

法
華
論
』

を

重

要
視
し
て

い

た

と
い

う
こ

と

も
あ
り

、

着
目

す
べ

き

文
献
で

あ

る

と

考
え
ら
れ
る

。

ま

た
、

菅
野

博
史
博
士

が

明
ら

か

に

し

た

よ

う
に

、

『

法
華

論
疏
』

は

『

法

華
統

略
』

よ

り
も

後
に

作
成
さ

　
　

　
　
　

（
2

）

れ

た

も
の

で

あ

り
、

吉
蔵
の

後
期
思
想

に

お

け
る

佛
身
論
を

窺
う
こ

と

が

で

き
る

。

　

奥
野
光
賢
博
士

は
、

吉
蔵
に
と
っ

て

『

法
華
論
』

と

は

「

『

法
華
経
』

に

も

佛
身
の

常
住
と

佛
性
を
明
か
し

て

い

る
こ

と
を

論
証
す
る

際、

重

要
な
指

針
と

し
て

依
拠
し

た

も
の

の
一

つ
」

で

あ

り
、

「

そ

の

発
見

と

藤

野

泰

二

二

〇

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
（

3
）

依
用
は

南
地
に

あ
っ

て

は

吉

蔵
を
嚆

矢
と

す
る
」

と

述
べ

て

い

る
。

ま

た
、

吉
蔵
が

「

『

法
華
論
』

を

依
用
し
た

目
的
は

、

前
代
の

法

華
学
の

権
威

、

光
宅
寺
法
雲
が

五

時
教
判
に

基
づ

き

『

涅
槃
経
』

は

「

佛
身
の

常
住
」

と

「

佛
性
」

を

明
か

し

て

い

る

が

『

法
華
経
』

は
い

ま
だ
そ

れ

ら

を

明
か

し
て

い

な
い

の

で

価
値
的
に

劣
る

と

し

た

点
に

強
い

不
満
を

示
し

、

『

法
華

経
』

も

『

涅
槃
経
』

同
様
「

佛
身
の

常
住
」

と

「

佛
性
」

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
4

）

を

明
か

し

て

い

る
こ

と

の

論
拠
に

し

た

点
に

求
め

ら

れ

る
」

と

も

述
べ

て

い

る
。

　
　

二

　
『

法

華
論
疏
』

に

お

け
る

佛
身
論

的
理

解

　

吉
蔵
の

『

法

華
論
疏
』

に

お
け
る

三

身
説
に

つ

い

て
の

説
明
を
見
て

い

き

た
い

。

ま

ず
、

法

身
に

関

す
る

説
明
か

ら

見
て

い

く
こ

と

と

す

る
。

吉
蔵
は

法
身
の

異
名
と

し
て

、

　
初
め

に

法

界
・

法
性
・

法
身

を

明
か

す
。

矧

ー
。

（

大

正

　
四

〇
・

八

二

六
上
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
5）

と

述
べ

、

法
界
・

法
性
を
挙
げ
て
い

る
。

ま
た
、
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此
の

四

〔

11

實
・

虚
・

如
・

異〕

は

竝
び

に

是
れ

名
言
の

及
ぶ

所
な
る

が

故

に

是
れ

無
常
な

り
。

法
身
は

名
言
を

絶

す
。

所
以

に

常

住
な

り
。

（

大
正

四
〇
・

八
二
一

中
）

と

述
べ

、

ま
た

、

法

身
と

は

言

説
の

及
ぶ

と
こ

ろ

の

も
の

で

は

な

い

と
い

う
。

　
「

佛
性
法
身
更

無
差
別
」

と

は
、

亦
た

は

佛
性
と

名
づ

け

亦
た

は

法
身
と

名

　
つ

く
。

佛
性
と

法
身
と

に

更
に

差
別
無

し
。

（
大
正

四
〇
・

八
一
一

上
）

と

述
べ

、

法
身
と

佛
性
と

に

差
別
は

な
い

と

し

て

い

る
。

ま

た
、

次
の

よ

う
に

も

述
べ

て

い

る
。

　
一

に

は
、

法

身
佛
は
一

切

處
に

遍
ね

き
こ

と

海
の

大
な

る

が

如
し

。

故
に

　
『

普
賢
觀
』

に

云
わ

く
、

「

毘
盧
舍
那
は
一

切
處
な
り

」

と
。

二

に

は
、

深
き

　

こ

と

海
の

如
し

。

謂
わ

く
、

七
辨
は

説
く
能
わ

ず、

五

眼
は

其
の

照

す
る

を

　

忘
ず

。

故
に

深
と

謂
う
な

り
。

三

に

は
、

ー
姻

凵
。

甼
等

　

法
身
一

身
は

味
の

如
し
。

四

に

は
、

法
身
は
一

切
の

功
徳
を

具
す
る
こ

と
、

　
、
著

の

衆
夢

を

備
う
る

が

如
し

。

（

大
正
四

〇
・

七

入
五

中
ー

下）

　

法
身
は

大
海
の

よ

う
に

あ
ま
ね
く
一

切
処
に

現
れ
て

い

る

の

だ

と
い

う
。

こ

の

法
身
の

遍
満
と
い

う
こ

と
に
つ

い

て

は
、

次
の

よ

う
に

も
述

べ

て

い

る
。

又
、

理
に

於
い

て

未
だ

始
め

よ
り
二

な
ら

ず
。

故
に

ー
。

縁

に

於
い

て

未
だ

始
め

よ

り
一

な
ら

ず
。

故
に

衆
生

界
に

郎
せ

ざ

る

な
り
。

亦

た

是
れ

六

道
は

常
に

法
身
な
る
が

故
に

法
身
を
離
　
ず

。

　

に

於
い

て

六

道

と

成
る

が

故
に

即
せ

ず
。

（
大
正

四

〇
・

八
二
一

中
）

こ

こ

で

は
、

六

道
は
つ

ね

に

法
身
な
の

で

あ
り

、

衆
生

界
を

超
越
し

吉
蔵
『

法
華
論
疏
』

に
お

け
る
佛
身
の

理

解
に

つ

い

て

（

藤
　
野
）

た

も
の

で

は

な

い

と

し
、

ま

た
、

縁
に

よ
っ

て
一

な
る

も

の

で

も

な

く
、

不
一

不
異
な

る

も
の

と
し
て

あ
る

と

し

て
い

る
。

　

ま
た

、

多
宝
如
来
と
の

関
わ

り
と

し
て

、

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

釋
す
る

中
、

「

諸
佛
法
身
自
在
身
力
」

と

は
、

此
れ

多
寶
は

十

方
世
界
に

於

い

て

涌
現
し

及
び

發

聲
を
し

て

佛
を

歎

ず
る

の

事
を
釋
す

。

法
身
は
一

切
處

に

遍

す
る

を

以

て

の

故
に

能
く
一

切
處
に

於
い

て

此
の

功
徳
有
り
。

（

大
正

四
〇
・

八

二

三

上
）

　

多
宝
如
来
が

十
方
世
界
に

涌
現
す
る

と
い

う
功
徳
が

あ
る

の

は
、

法

身
が
遍
満
し

て

い

る

か

ら

で

あ
る

と

い

う
。

　

ま
た

、

吉
蔵
は

多
宝

如
来
が

現
れ

る

と
い

う
こ

と
は

、

世
間
と

涅
槃

と
が
異
な

ら
な
い

（

平
等）

と
い

う
こ

と

を

表
し
て
い

る
と

述
べ

て
い

る
。

．

多
寶
如
來
は

常
に

十

方
世

界
の

中
に

在
し
て

入
涅
槃
と

稱
す
る

を
以
て

の

故
に

、

劉
な
る

こ

と

を

知
り
ぬ

。

（

大
正
四

〇
・

八
一

七

中
）

・

今
、

多
寶
の

入
涅

槃
を

明
か

す
と

は
、

常
に

世

間

に

在
り
。

故
に

知
り

ぬ
、

世
間
涅
槃
卆
等
な
る
こ

と

を
。

世
間
涅
槃
は

既
に

卒
等
な
る

が

故
に

知
り
ぬ
、

自

身
他
身
も
亦
た

亭
等
な

る

こ

と

を
。

自
身
は

郎
ち

多
寶
の

身
、

他
身
は

十

方
佛
釋
迦

佛
の

身
を
謂
う

。

（
大
正
四
〇
・

八
一

七

下）

・

又
、

多
寶
は

涅
槃
に

入
る
と

雖

も
常
に

世
間
に

示
現
す
る

は
、

此

れ
丗

闘

瀏

鬻
と

爲
す
を
以
て、

即
ち
釋
迦
等
の

十

方
佛
に

類
す
る

に
、

世
間

に

在
り
と

雖
も
常
に

是
れ

浬

槃
に

し

て
、

亦
た

是
れ
世
間
涅
槃
卒

等
な

り
。

（

同

前
）

・

又
、

多
寶
佛
は

常
に

世
間
に

在
し

て

入
涅
槃
と

稱
す

。

釋
迦
等
の

十
方
の

佛
は

世
間
に

在
り
と

雖
も
亦
た

是
れ
涅
槃
な

り
。

故

に

知
り
ぬ
、

多
寶

と

　

迦

と
は

自
他
異
な
ら

ざ
る

こ

と
を

。

（
同

前）
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吉
蔵
『

法
華
論

疏
』

に
お

け
る

佛

身
の

理

解
に

つ

い

て

（

藤

　
野
）

　

般
涅
槃
し
て

い

る

多
宝
如
来
は

般
涅
槃
し
つ

つ

世
間
に

姿
を
示

現

し

て

い

る

の

で

あ

り
、

そ

れ
は

世
間
と

涅
槃
と

に

差
異
が

な
い

と
い

う
こ

と

な
の

で

あ

り
、

ま
た

、

逆
に

釈
尊
等
の

十
方
佛
は

世
間
に

あ

り
つ

つ

も
般
涅
槃
し
て

い

る
の

で

あ
り

、

多
宝

如
来
と

同
様
に

世
間
と

涅
槃
と

の

平
等
を
示
し
て

い

る
と

す
る

。

　

こ

こ

で

多
宝
如
来
に

対
す
る

吉
蔵
の

説
明
を
見
て

い

る

と
、

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

是
の

故
に

釋
し
て

云
わ

く
、

多
寶
は

是

れ

法
身
な
り

。

卜
方
の

諸
佛
も
同
一

眞
如
法
身
な

り
。

故
に

多
寶
の

法
身
に
一

切
の

佛
の

法
身
を

攝

す
。

所
以
に

唯
だ
一

の

み

な

り
。

問
う、

多
寶
は

是
れ

法
身
と

爲
す
や、

法
身
を
表
す
と

爲
す
や

。

答
う、

光
宅
等
の

師

に

依
る

に

乃
ち
嘱 ．
自

わ

く、

多
寶
は

是

れ
化

身
、

家
舍
利

は
三

身
の

所
攝
に

非
ず

。

亦
た

佛
寶
に

屬
し

攝
せ

ら

る

る

こ

と

を

得
。

今
、

四

種
の

意
を

明
か

す
。

一

に

は
、

迹
に

據
り
て

是
れ

佛
舍
利
と

言
う
が

故
に

、

八

義
の

中
の

初
義
に

「

塔
と
は

如
來
の

舍
利
住
持
す
る

こ

と
を

示
現

す
る

が

故
に
」

と

云

う
。

二

に

は
、

多
寶
を

以

て

法
身
を

　
す

。

叡
の

云

う
が

如
し

、

「

多
寶
は

其
の

不

滅
を
明
か

す
。

多
寶
の

身
に

寄
せ

て

法
身
の

不
滅
を

顯
わ

す
な
り
」

と
。

三

に

は
、

天
親
は

前
に
三

卒

等
を

釋
す

る

中
に
、

多
寶
の

身
は

即
ち
是
れ

法

身
な
る

こ

と
を
明
か

す
。

多
寶
の

此
の

身
は

郎
ち

是
れ

入

涅
槃
な
る

を
以
て

な

り
。

此
れ

は

是
れ
三

徳

涅

槃
に

入
る

。

三

徳
涅
槃
は

師
ち

是

れ

法
身
な

り
。

又
、

八

義
の

中
の

第
三

義
に
、

多
費
如
來
の

身
は
一

體
に
一

切
の

諸
佛

の

法
身
を
攝
す
る

が

故
に

即
ち

裂
剔
な
る

こ

と
を

知
る

。

四
に

は
、

多
寶
は

涅
槃
に

入
る

と

雖
も

常
に

世

間
に

在
り

。

故
に

世
間

涅
槃

は

不
二

な

り
。

即
ち
世

間
に

非
ず
涅
槃

に

非
ず、

言
亡

慮
絶
す
る

な
り

。

故

二

二

二

に

『

中

論
』

に

云

わ

く
、

「

生

死
の

實
際

及
以

び

涅
槃
際
は
、

是
の

如

く
二

際
は

豪
釐
の

差

別
無
し

」

と
。

（
大

正
四
〇
・

八
一
、一

二

下

−
八

二

三

上）

　

こ

こ

で

吉
蔵
は
「

多
宝
は

是
れ

法
身
な
り

」

と

述
べ

て
い

る

が
、

こ

の

と

き
の

「

法
身
」

と

は
、

初
め

に

引
用
し

た

法
界
・

法
性
と

し

て
の

法
身
と

は

異
な
る

。

す
で

に

拙

稿
に

て

指
摘
し

た

よ

う
に

、

吉
蔵
が

「

法
身
」

の

語
を

使
用

す
る

と

き
、

そ

れ

は

法

身
そ
の

も
の

を

指
す

場

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
6）

合
と
、

法
身
相
で

あ
る
と

こ

ろ

の

内
応

身
を

指
す
場
合
と

が

あ
る

。

こ

の

引
用

中
に

お
い

て

は
、

「

多
宝
は

法
身
で

あ
る

の

か
、

そ
れ

と
も

法

身
を
表
し

て

い

る
の

か
」

と

の

質
問
が

あ

り
、

吉
蔵
は

四

種
の

答
え

を

出
し
て

い

る

が
、

そ
の

第
二

に

お
い

て
、

「

多
宝

表
法
身
」

と

述
べ

て
、

多
宝
如
来
は

法
身
を

表
し

た

も
の

で

あ
る

と

の

見
解
を

述
べ

て

い

る
。

　

吉
蔵
は

、

多
宝

如
来
・

釈
尊
・

分
身
佛
に
つ

い

て
、

次
の

よ

う
に

説

明
し

て

い

る
。

　

問
う

、

多
寶
・

釋
迦
・

分
身
の

佛
は

此
の

三

は

是
れ

何
の

佛
な
る

や
。

　

答

う
、

文
に

依
り
て

到
ず
れ

ば
、

論

主
の

云

わ

く
、

「

多

寶
は

是

　
法
身、

一 774　
一

釋

迦
を

　
身
佛
と

爲
し

、

だ

身
を
化
身
佛
と

爲
す
な

り
」

と
。

問

う、

前
に

隱
時
を

明
か

し

て

法
身
と
爲
す

。

多
寶
は

豈
に

是

れ
隱
時
な
ら

ん

や
。

答
う

、

論

解
に
二

種
の

法
身
あ
り

。

一

に
は

隱

時
を

法
身
と

名
つ

く
。

此

多
寶
に

非
ざ

る

な
り
。

二

に
は

顯

時
を

法
身
と

名
つ

く
。

即
ち
多
寶
な

り
。

問
う

、

若
し

爾
ら

ば

報
側

ー
。

答
う

、

體
は
一

に

し
て

義
は

殊
な

り
。

酬

因
の

義
邊、

之

れ
を
目
づ

け
て

報

と

爲
す

。

衆
法
の

所
｛
正

法
を

身
と

爲
す

。

古
に

法

身
と

名
つ

く
る

な

り
。

　
　
（
大
正

四

〇
・

八

二

三

中
）
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ま

た
、

こ

こ

で

は
、

論
主

で

あ
る

世
親
の

見

解
と

し

て
、

多
宝
如
来

を

法

身
、

釈
尊
を

報
身
、

分
身
佛
を

化
身
と

す
る

説
を

挙
げ
て

い

る
。

し

か

し
、

隠
時
と

顕

時
の

二

種
の

法
身
が

あ

る

と
述
べ

、

隠
時
の

法
身

は

多
宝

如
来
が

意
味

す
る
と

こ

ろ

の

法
身
で

は

な

く
、

顕
時
の

法
身
が

多
宝

如
来
の

意
味
す
る

と
こ

ろ

の

法
身
で

あ
る

と
述
べ

て

い

る
。

こ

れ

は

如
如
と

相
応
し

た

佛

身
と

な
る

た

め
、

次
の

問
答
で

は

「

そ
れ

な
ら

ば

多
宝

如
来
は

報
身
と

ど

う
異
な
る

の

か
」

と
の

質
問
が

あ
る

。

吉
蔵

は

そ

れ

に

対
し

て

は

「

酬
因
の

義
が

報
な
の

で

あ

り
、

衆
法
の

所
依
正

法
を

身
と

し

て

い

る

の

で

法
身
と

い

う
の

で

あ
る
」

と

述
べ

て

い

る
。

こ

れ

に

関
連
し

た

記
述
が

、

次
の

よ

う
に

あ
る

。

法
佛
の

菩
提
の

體
を

出
だ

す
こ

と

經
論
不
同
な

り
。

餘
經
に

云

わ

く、

「

隱

れ
た

る

を

如
來
藏
と

名
づ

け、

顯
わ

れ
た

る

を

法
身
と

名
つ

く
」

と
。

此
の

論
は
正

し

く
如
來

藏
を
以
て

法
身
と

爲
す

。

顯
は

即
ち
報
身
と

名
つ

く
。

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（

大
正

四

〇
・

八
二

〇

下

−
八

二
一

上）

　

こ

こ

で

は

吉
蔵
は

『

勝
鬘
経
』

の
一

節
を

引
い

て

い

る

が
、

如
来
蔵

（
隠
）

を
法

身
で

あ
る

と

言
い

、

顕
は

報
身
で

あ
る

と

述
べ

る
の

で

あ
る

。

　

ち
な
み

に
、

『

法
華
論
』

に

お
い

て

三

身
説
は
法
身
・

報
身
・

応
（
化）

身
の

三

身
で

あ
る

が
、

『

摂
大

乗
論
』

世

親
釈
で

は
、

法
身
・

応
身
・

化
身
の

三

身
で

あ
る

。

吉
蔵

は

他
の

撰

述
書
に

お
い

て

は
、

『

摂
大
乗

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（
7

）

論
』

世
親

釈
の

三

身
の

語
を

採
っ

て

い

る
。

よ
っ

て
、

　
・

攝＝
。

』

に

應
身
と

云

う
、

今
報
身
を

明

か

す
は

、

眞
如
と

相
應
す
る

が

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
よ

　

　
故
に

應
身
と

名
つ

く。

行
因
の

所
得

、

酬
因
の

義
邊、

之

れ

に

自
り
て

報

吉
蔵
『

法
華
論
疏
』

に

お

け
る

佛
身
の

理

解
に
つ

い

て

〔
藤

　
野
）

と

爲
す

。

義
は

相
違
せ

ず
。

二

論

各
々

其
の
一

を
擧
げ
て

違
す
る
こ

と

無

き

な
り
。

「

得
常
涅
槃
證
」

と

は
、

還
り
て

是
れ

佛
性
顯

現

す
。

故
に

名

づ

け
て

報
と

爲
す

。

佛
性
は

既
に

常
な

る

が

故
に

報
身
も
常
な
り

。

報
身

は

既
に

常
な
れ

ば
、

前
の

化
身
は

印
ち

是
れ

無
常
な
る

こ

と
を

顯
わ

す
。

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（

大
正

四
〇
・

八
二

〇

下
）

・

有
る

人
の

言
わ

く
、

分
身
の

佛
は

是

れ

應
身
佛
な
り

、

と
。

何
を

以
て

か

之
れ

を

知
る

や
。

　
攝
論
』

及

び

　
同

性
經
』

は

竝

び

に

應

身
と

言

う
。

淨
土

の

中
に

住
し
て

法
を

説
き
て

菩
薩
を

化
す

。

今
、

分

身
は

竝
び

に

淨

土

の

中

に

在
り
て

法
を

説

く
。

當
に

知
る
べ

し、

即
ち
是
れ

應
身
な
る

こ

と

を
。

囓

ー
。

釋
迦
は

穢
土
に

在
る

が
故
に

是

れ

化
佛
な

り
と

今
明

か

す
。

斯
の

釋
を

作
す

者
も

亦
た

然
る

こ

と

を

得
る

な

り
。

各
々

＝
峩

を
取
る

。

（
大
正

四
〇
・

入
二

三

中）

と

述
べ

、

こ

の

よ

う
に

『

摂
大

乗
論
』

世
親
釈
や

『

大

乗
同
性
経
』

に

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
75

お
け
る

応

身
が

『

法
華
論
』

に

お

け
る

報
身
と

異
な

ら

な
い

も
の

で

あ

　
7

る

こ

と

を
述
べ

て

い

る
。

た
だ

、

次
の

よ

う
に

『

摂
大
乗
論
』

世
親
釈

と

多
少
の

異
な
り
が

あ
る

と
も
述
べ

て

い

る
。

　

ま
た

、

『

摂
大

乗
論
』

世
親

釈
と

の

関
連
に
つ

い

て
、

次
の

よ

う
に

述
べ

て
い

る
。

ち

て
二

と

爲
す

。

　
7

は

應
化
を

合
し

て
】

と

爲
す

。

何
を
以
て

然
り
と

す
れ

ば
、

『

攝
論
』

は

應

身
と

眞
如

と
は

相
應

す
る
こ

と

を

明
か

す
。

即
ち

是
れ

此
の

論
の

「

報
身
化

身
即
是
八

相
成

道
」

な

り
。

故
に

應
化
を
分
か

ち
て
二

門
と

成
す

。

今、

此
の

中
に

自
徳
を

明
か

し

て

報

身
と

爲
し

、

化
他
の

義
を

應
化
身
と

名
つ

く
。

（
大
正
四

〇
・

八
二

〇

下
）

こ

こ

で

吉
蔵
は

、

『

摂
大
乗

論
』

世

親
釈
と

多
少
の

異
な
り
が

あ
る

二

二

三
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吉
蔵
『

法

華
論
疏
」

に

お

け
る

佛
身
の

理
解
に

つ

い

て

（

藤
　
野
）

こ

と

を

指
摘
し

て
い

る
。

『

摂
大

乗
論
』

世
親
釈
は

法
身
・

応

身
・

化

身
の

三

身
な
の

で
、

応
化
を
二
つ

と

す
る

と
い

う
。

こ

れ

に

対
し

、

『

法

華
論
』

で

は
、

法
身
・

報
身
・

応
化

身
の

三

身
で

あ

る

と
い

う
。

菩
提

留
支
訳
『

法
華
論
』

で

は

法
身
・

報
身
・

応

身
で

あ

る

が
、

勒
那
摩
提

訳
で

は
応

身
は

「

応
化

身
」

と

な
っ

て

お

り
、

吉
蔵
の

『

法

華
論
疏
』

に

お

け
る

『

法
華
論
』

の

文

章
は

基
本
的
に

菩
提
留

支

訳
を

使
用
し
て

　

　

　

　

　
　
（
8
）

い

る

と

さ

れ
る

が
、

こ

の

三

身
に
つ

い

て

は

勒
那
摩
提

訳
の

「

応
化
身
」

が

使
わ

れ

て

い

る
。

そ
の

た

め
、

こ

こ

で

応

化
を
一

つ

と

す
る

と

述
べ

て

い

る
の

で

あ

る
。

　

ま
た
、

こ

の

引

用
で

は
、

報
身
は

自
徳
を

備
え
て

い

る

佛
身
で

あ
る

と

あ

り
、

多
宝
如
来
阿

報
身
で

あ
る

の

な
ら
ば

、

や

は

り

他
の

吉
蔵
の

法

華
経
疏
と

同

じ

く
多
宝
如
来
は

吉
蔵
の

佛
身
論
で

い

う
内
応

身
に

相

当
し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

　

ま
た
、

吉
蔵
は

、

『

法
華

経
』

見
宝

塔
品
に

お

け

る
二

佛
並
坐

の

説

明
と

し

て
、

「

三

佛
同
坐
」

と

い

う
解

釈
を

し
て

い

る
。

問
う

、

唯
だ

多
寶
と

釋
迦
と

は

同
じ

く
一

塔
に

坐
し
、

分
身
は

同
じ

く
塔
に

坐
せ

ず。

云
何
ん

ぞ
三

佛
同

じ
く
一

大

事
と

言

う
や

。

答
う

、

師
ち
釋
迦

は

自
ら
三

佛
を

具
す

。

伽

耶
の

成
佛
を

示
王

す
る

は

化
身

を

謂

う
な

り
。

久
し

く
已

に

成
佛
す
る

は
、

行
因
の

所
得
な

　
ば

、

　

身
佛ー

す
。

帥
ち

是
れ
三

佛
同
坐

し
て

共
に
一

大

事
を
成

ず
る

な

り
。

問
う

、

乃

ち
釋
迦
は

三

身
を
具
す
る
こ

と

を

知
ら
ば
、

文
の

中
に

但
だ

釋
迦

と

多
寶
と

同
坐

す
と

云

う
、

此
れ

は

是
れ
二

佛
な

り
。

云
何
ん

ぞ
三

佛
共
に

二

二

四

大
事
を

作
す
と

言
う
や

。

答
う

、

分
身
は

乃

ち
同

坐
せ

ざ

る

も、

而
し
て

諸
佛
の

意
は

同
じ

く
大
事
を

成
ず
れ

ば

な

り
。

（
大
正

四

〇
・

八一
冖
三

上
）

　

こ

の

「

三

佛
同
坐
」

と
い

う
表
現
は

『

法
華
論
疏
』

の

み

に

見
ら

れ

る

も
の

で

あ
る

。

こ

れ

は

世
親
の

『

法
華
論
』

の

「

同
一

塔
坐

者
示
現

　

　

　

　

　

　
（

9
）

化
佛

法
佛
報
佛
等

皆
爲
成
大

事
故
」

（

大

正

四
〇
・

八
二

三

上
）

と
い

う

文
に

対
す
る

注
釈
で

あ
り

、

こ

の

「

同
一

塔
坐
」

と
い

う
語
を

世
親
の

言
葉
に

対
し
て

注
釈
す
る

た
め

に
、

こ

の

よ

う
な
表
現
を
用
い

た

と

考

え
ら

れ
る

。

三

　
小

結

　

以

上

見
て

き
た

と

こ

ろ

の
、

『

法
華
論
疏
』

に

お

け
る

吉
蔵
の

佛
身

論
的
理

解
に

つ

い

て
、

ま
と
め

る

な
ら

ば
、

以

下
の

よ

う
に

な
る

。

　

 
法
身
の

異
名
と

し

て
、

法
界
・

法
性
が

挙
げ
ら
れ
る

。

ま
た

、

佛

　

　

性
も

差

別

な

し

と

言
わ

れ
る

。

　

 
法
身
は

言
説
を

絶
し

た
も
の

で

あ
る

。

　

 
多
宝

如
来
（

般
涅
槃
し
つ

つ

現
世
に

い

る）

お
よ

び

釈
尊

等
の

十
方

　

　

佛
（

現
世
に
い

つ

つ

般

涅
槃
し
て

い

る
）

は
、

世

間
涅

槃
平

等
を

表

　

　

す
。

　

 
多
宝

如
来
は

法

身
で

あ

る

と

述
べ

ら

れ

る

が
、

「

表
法

身
」

と

言

　

　
わ

れ

る

よ

う
に

、

法
身
を
表
し

た

も
の

で

あ
り

、

法
身
そ
の

も
の

　

　
と

は

異
な

る
。
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多
宝
如

来
は

顕
時
の

法
身
で

あ
り

、

所
依
正
法
を

身
と

す
る

佛
身

　

で

あ
る

。

 
そ

れ

は

吉
蔵
の

佛
身
論
で

い

う
と
こ

ろ

の

内
応
身
に

相
当
す
る

た

　

め
、

他
の

法

華

経
疏
に

お

け
る

佛

身
論
と

異
な

る

も
の

で

は

な

　

い
。

1
　
拙
稿
「

吉
蔵
と

『

摂
大
乗
論
』

」

（
『

宗
教
研

究
』

第
八

十
三

巻

第
四

輯
、

　
二

〇
一

〇

年）

を

参
照

。

2
　
菅
野
博
史
「

吉
蔵
撰
『

法
華
統
略
』

と

『

法
華
論
疏
』

と

の

撰
述
順
序

　
に

つ

い

て
」

（
『

印
度

学
佛
教
学
研

究
』

第
二

十
八

巻
第
一

号、

一

九
七

九

　

年）

を
参
照。

3
　
奥
野
光

賢
『

佛
性
思
想
の

展
開

−
吉
蔵
を
中
心
と

し
た

『

法
華

論
』

　

受
容
史

　
　
』

（
大
蔵

出
版

、

二

〇

〇
二

年）

三

十
八

頁
を
参
照

。

4
　

同
前
七

　
八

頁
を

参
照

。

5
　

吉
蔵
は

『

中
観
論
疏
』

巻
第
九

末
（
大
正

四
二
・
一

四
三

下）

お
よ

び

　

巻
第
十

末
（

大
正

四

二

・
一

六

〇

上
）

に

お
い

て
、

法

身
の

異
名
と

し

　
て

、

性
空

、

寂
滅、

実

相、

真
如

、

法

性、

実

際、

法
界

、

涅
槃
等
を

　

挙
げ
て
い

る
。

6
　

拙
稿
「

吉
蔵
の

法
華
経
疏
に

お
け

る

佛
身
論
　
　
二

佛
並
坐

の

解
釈
を

　

中

心

と
し

て

　
　
」

（

『

仲

澤
浩
祐
博
士

古
稀
記
念
論

文
集

イ
ン

ド

佛
教

　

史
佛
教
学
論
叢
』

山
喜
房
佛
書
林

、

二

〇
一
一

年
）

を

参
照

。

7
　
藤
本
晃
「

中
国
佛
教

に

於
け
る

佛
身
論
の

変
遷
」

（
『

龍
谷
大
学
大
学
院

　

研

究

紀

要

人

文

科
学
』

第
九

集
、

一

九

八

八

年）

を

参
照

。

入

十
七

頁

　

に

「

吉
蔵
の

見
た

『

摂

大
乗
論』

は

法、

応、

化
身
を
示

す
一

方
、

主
と

　

し

て

自
性

、

受
用

、

変
化
身
を

用
い

る
。

こ

れ

を
釈
し

た

『

摂
大

乗
論

　

釈
』

は
、

自
性

、

受
用、

変
化
身
を

殆
ど

法
、

応
、

化

身
に

換
え

て

い

　
　

吉
蔵
『

法
華
論
疏
』

に

お
け
る

佛
身
の

理
解
に

つ

い

て

（
藤
　
野）

　

る
。

吉
蔵
は

『

摂
論
』

を

世
親
造
と

し、

ま
た

自
性、

受
用

、

変
化
の

三

　

身
を

考
察
し
て

い

な
い

の

で

釈
本

を
取
り
上

げ
た
と

思
わ

れ
る
」

と
の

指

　

摘
が

あ
る

。

8
　
奥
野

光
賢
『

佛
性
思
想
の

展
開

　
　
吉
蔵
を

中
心
と

し

た

「

法
華
論』

　

受
容
史

　
　
』

（

大

蔵
出

版
、

二

〇

〇
二

年
）

を

参
照

。

七

頁
に

「

『

法
華

　

論
疏
』

は

基
本

的
に
は

菩
提
留
支

（

流

支
V

訳

『

法
華
論
』

を
注
釈
し
た

　

も

の

で

あ
る

が、

引

用

さ

れ

て

い

る

本
文

を

精
査

し

て

い

る

と
、

勒
那

　

摩
提
訳
に

近
い

も
の

も
あ
り

、

ま
た

菩
提
留
支
訳
・

勒
那
摩
提
訳
い

ず

　

れ
に

も
合
致
し

な
い

も
の

が

あ
る

こ

と

が

報
告

さ
れ
て

い

る
」

と
の

指

摘

　

が

あ
る

。

9
　
藤
井
教
公
・

池
邊
宏
昭

「

世

親
『

法
華
論
』

訳
注

樹
」

（
『

北
海
道
大

学

　

文
学
研
究
科
紀
要
』

第
百
十
｝

号、

二

〇
〇
三

年）

の

五

十
三

頁
・

注

記

　

八

十
九
に

は
「

吉
蔵
所
引
の

文
句
に
は
「

非
化

佛
」

の

語
を
欠
い

て

い

る
」

　

と

の

指
摘
が

あ
る

。

〈

付
記
〉

吉
蔵

『

法
華
論
疏
』

の

解
読
に

際
し
て

は

日

蓮

宗
本
山

玉

澤
妙
法

華
寺
所
蔵
の

正

徳
四

年
版
を

参
照
し
た

。

記
し
て

感

謝
申
し
上

げ
ま
す

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
吉
蔵、

『

法
華
論
疏
』

、

佛
身
論

、

法
身

　
　
（

立

正
大
学
非
常
勤
講
師
）

二

二

五
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